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「紡ぐー「神戸空襲
を記録する会」

事始め」（A4 -142頁）

□取り組みの概要・目的

「神戸空襲を記録する会」事はじめー1970年代の地域の市
民運動および2000年代の戦災死者名簿編纂のとりくみの思
いと思想性の検証
→方法としてのー地域の新聞紙面の情報収集及びそれらに
関わった記者へのインタビュー、2000年代の「名前を残す」
作業へー関係冊子作成
→市内図書館等関係諸機関配布
→市民の平和教育研究活動の
歴史文化資源として活用のため

□作成中の冊子ー


